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例会報告 第２５２９回 平成２８年８月２５日（木曜日） 天気：晴れ 

■例会司会：高瀬副ＳＡＡ 

■開会点鐘：松本直前会長 

■Ｒソング：それでこそロータリー 

■ゲスト ： 

■ビジター： 

四つのテスト  言行はこれらに照らしてから 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか  

４．みんなのためになるか どうか 
 

■会長報告  竹葉会長                 
本日は少し遅れての出席申し訳ありません。息子がお米
を作っていまして本日出荷でした。 
天候が不順で天気を見ながらの作業です。 
今年は雨が少なく平田の方では川に水が流れていません。 
数日前に降った雨で少し流れているそうです。 
８月１６日平田地区のヤーサイで踊りました。今年は５
ケ所の地区で盆踊りを踊りました。 
９月３日に菜の花で踊り今年の夏は終わります。 
元気で踊れるのは大変良い事です。お年寄りの方々が喜
んでいただければ嬉しく思います。 
 

■幹事報告  竹田幹事                  
■ガバナーエレクト事務所より：地区役員推薦のお願い 
 
欠席届 ２０名 
 
■委員長報告                    
決算報告 東会計  平成２７年度会計報告 
 
監査報告 竹葉会長 平成２７年度監査報告 
 
竹葉会長 
９月１日ガバナー補佐訪問例会 
例会終了後クラブ協議会を開催。 
各委員長又は副委員長は出席をお願いします。 
 
 
■プログラム 保田企画委員長                      
新事業について  小八木会員 
四万十町の県有地に整備していたトマトの「次世代施設
園芸団地」。約６・３ヘクタールの敷地に、オランダの
環境制御技術を導入した高軒高ハウスや集出荷場を備え、
トマトの生産から出荷までを一貫して行い、地元を中心
に約９０人を雇用予定。高知県出荷量の３割に当たる年
１６５１トンの収穫量を見込。 
次世代施設―園芸団地は、農林水産省の農業強化策の一
環で全国１０カ所に整備。四万十町の団地は高知県が誘
致し２０１５年５月に着工。 
四万十みはら菜園（三原村）と四万十みはら菜園の関連
会社ベストグロウ（三原村）、四万十町の建設会社と養
鶏業者でつくる四万十とまと。 
総事業費約２７億３６００万円。国が約１５億６４００
万円、高知県が約３億２３００万円を支出し、３社が約
８億４９００万円を負担。 

中核施設の高軒高ハウスは３社が１棟（高さ６メート
ル、奥行き７２～８８メートル）ずつ建設し、３棟の
合計面積４・３ヘクタールは全国１０カ所中で最大規
模。 
採光性や作業効率の向上へ、トマトをハウス上部につ
り上げて育てるハイワイヤー方式を採用。 
温度や湿度、炭酸ガスなどをコンピューターで制御す
る養液栽培により高品質と高収量を目指。 
２０１６年７月に稼働した四万十町の次世代施設園芸
団地について説明をして頂きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ニコニコ                    
■秋澤会員 欠席のお詫び        1,000円 

 
■出席報告                    
５１．７２％ 

■会長       竹葉 良仁      ■職業奉仕委員長  茂呂 博光 
■幹事       竹田 米廣      ■社会奉仕委員長  高瀬 一也 
■ＳＡＡ      有田 裕彦      ■国際奉仕委員長  保田 孝司 
■クラブ奉仕委員長 田渕 満博      ■青少年奉仕委員長 吉田 侑希 
 
■例会日：毎週木曜日 12:30～13:30    ■事務所 〒788-0003 
■例会場：宿毛市幸町 秋沢ホテル          高知県宿毛市幸町 6-43 
URL    http://www.gallery.ne.jp/~sukumorc/     TEL 0880-63-3416 
E-Mail sukumorc@mb.gallery.ne.jp                    FAX 0880-63-3417 


